身体表現性障害患者におけるアレキシサイミアとコーピングストラテジーの関連性の検討 by 富永 敏行
博士論文審査結果の要旨 
             学位申請者 富 永 敏 行 
主論文 1 編 
Relationship between alexithymia and coping strategies in patients with somatoform disorder. 
Neuropsychiatric Disease and Treatment. 10;55-62, 2014 
 
審 査 結 果 の 要 旨 
身体症状には身体的基盤はないという医師の保証にもかかわらず, 医学的検索を執拗に要求する








申請者は，ICD-10 分類で SFD と診断された 196 名に対して，アレキシサイミアの高さとストレ
スコーピングの関係を解析した．対象としたすべての患者に医療機関数，身体症状数，Zung 
Self-Rating Depression Scale (SDS), Spielberger State-Trait Anxiety Inventory (STAI-trait， -state)，
Somatosensory Amplification Scale (SSAS)を施行した．アレキシサイミアの評価には Toront 
Alexithymia Scale 20 (TAS-20)を用い，合計点の他，感情同定の困難さ (DIF；difficulty in identifying 
feelings)，感情表出の困難さ (DDF；difficulty in describing feelings)，外向性志向 (EOT；externally 
oriented thinking)の 3 つの下位項目を測定した．コーピングの評価は Lazarus Type Stress Coping 
Inventory (SCI)を用いた．これは対決型，社会支援模索型，逃避型など 8 つの型別に得点化される．
TAS-20 と SCI の関連性を Pearson の相関関係係数を用いて解析し，さらに，他因子の影響を除去す
るため，TAS-20 を従属変数，それらに相関関係を認めた因子を独立変数として，Stepwise multiple 
regression analysis で解析した．統計解析は SPSS 19.0 を用い，p < 0.05 を統計学的有意とした．その
結果，1) DIF は逃避型との間に他因子と独立して有意な正の相関 (p < 0.001)を，2) DDF は社会支援
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